
 

 

 

 

 

 

 

 

マグホワイトによる大豆のカドミウム吸収抑制効果 
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１ｍ深地温の逆解析によるため池堤体漏水の幅・深度推定法 

 

 ため池を管理する現場技術者が自ら実施できる安価な調査手法として、１ｍ深地温探査法と三次元熱
伝導シミュレーションによる逆解析を組み合わせた、小規模ため池堤体を対象とした安価な漏水調査法
の開発しました。 

１．ため池堤体上で測定した１ｍ深地温の分布と熱伝導シミュレーションで求めた地温分布を一致させる
作業（逆解析）により、堤体内部の漏水の幅と深度を推定する方法です（図１）。 

２．１ｍ深地温は漏水によって生じた堤体内部の地温異常（通常の１ｍ深地温と異なる地温の範囲）が把
握できるよう、作業が容易なため池堤体天端等に測線を設定し、１～２ｍ間隔で測定します。 

３．熱伝導シミュレーションは、堤体内の１ｍ深地温においても日較差を無視できることから、定常熱伝導
問題（内部発熱なし）として単純化できます。１ｍ深地温の分布は漏水の幅の違いに対しては主に変化
域の幅として、漏水の深度の違いに対してはほぼ等しい変化域内で地温の違いとして表れます。この
ため熱伝導シミュレーションの初期条件として実測による漏水温を与えることにより、逆解析によって漏
水の幅や深度を推定できます（図２、図３、図４）。 

４．堤体内部の漏水の推定は、測定した１ｍ深地温とシミュレーションで求めた１ｍ深地温の分布が一致
するまで漏水の幅・深度を変えて行います。 
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図３ シミュレーションに用いたため池堤体（断面図） 
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図４ 調査実施ため池の概要（香川県・青池） 
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図２ 逆解析による漏水の推定 

推定した漏水： 
 堤体平行方向 
  幅3.0m 
 堤体天端から 
  深度1.7m 

図１ 作業の流れ 
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